
■競技を始めたきっかけ

氏 名：中澤陸斗（なかざわりくと）
出身地：四日市市出身
学 校：学校法人暁学園 暁中学校・高等学校 5年生（高校2年生）

ランキング総合チャンピオンJAPAN DRONE LEAGUE 2025

■JAPAN DRONE LEAGUEとは

小学校６年生の春頃、父が持ち帰った小型レース機に興味を持ち、ドローンレースを知る。
中学校１年生の4月、初めてJAPAN DRONE LEAGUE (JDL)にオープンクラスで参戦し、3位入賞。2023年プロクラス昇格。

一般社団法人ジャパンドローンリーグが主催する日本で唯一のドローンレースのリーグ戦。

FPV（First Person View：一人称視点）ゴーグルを装着し、ドローンに搭載されたカメラの映像を見ながら、
決められたコースを高速で周回し、速さを競うのが主な形式。

【形式】
年間を通じて７ラウンドが開催され、各ラウンドで獲得したポイントによって、年間ランキングやクラス別の優勝者を
決定するリーグ戦形式を採用。

【クラス分け】
パイロットの操縦スキルに合わせて、
上級クラス順に右記のカテゴリーがある。
（昇格・降格ルール有り）

各ラウンドで最大75人が参加。
過去含めてJDL総登録者数は800人程度。

※中澤陸斗さんは「プロクラス」に所属

Round1 プロクラス3位
Round2 プロクラス優勝
Round3 プロクラス3位
Round4 プラクラス2位
Round5 プロクラス優勝
Round6 プロクラス2位
Round7 プロクラス2位

JAPAN DRONE LEAGUE2025 戦績

プロクラス15人

エキスパート
クラス

オープンクラス

ノービスクラス
10月19日 ランキング総合

チャンピオン決定
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